
 

 

 

 

 

 

 

 秋らしく、過ごしやすい気候の⽇が増えてきました。⼼待ち
にしていた外活動では、伸び伸びと過ごしています。 
 園では、「稲穂」や園で育てた「かぼちゃ」の観察をし、  
秋の実りについてみんなで話しました。これからススキやコ
スモスの写⽣を⾏ないます。

今⽉、16 ⽇に芋ほりに⾏きます。実際に芋のなっている様
⼦に⽬を向け、⼟に触れ、⾃分の⼒で収穫する楽しさを味わい
ます。お芋を持ち帰ります。楽しみにお待ちください。 
 30 ⽇のお店やさんごっこに向けて、クラスで話し合い、  
準備を進めていきます。体験型のお店では、売り買いだけでな
くサービスの仕⽅や声のかけ⽅など考えながら、年少組、年中
組をリードし、お店を盛り上げていきたいと思います。 
 

暑さも落ち着き過ごしやすい⽇が増え、秋を感じる季節と
なりました。 
 運動会の練習では、遊戯「イロトリドリ」や⽟⼊れ、かけっこな
ど、各クラスで練習を頑張っています。朝登園すると、「今⽇は何の
練習する？」「遊戯の曲流して！」とやる気いっぱいの⼦どもたち。
遊戯では、かっこよく⾒えるにはどう踊れば良いかを考えて練習に
取り組み、家族に⾒せる⽇を楽しみにしている様⼦が⾒られます。 
 縄跳びの⻑さ調節に、ご協⼒いただきありがとうございました。
運動会が終わると縄跳びの練習が始まります。園では縄跳びに慣れ
親しみ、リズムよく跳ぶ練習や縄を結ぶ練習をしていきます。ぜ
ひ、お家でも機会を設け、お⼦さまと⼀緒に練習してみてくださ
い。10 ⽉下旬にはお店やさんごっこもあります。クラスみん
なでお店、商品を決めて準備し、当日に向けて期待を高めてい
けるよう過ごしていきます。

 

９⽉の季節の歌では、皆で「とんぼのめがね」を歌いました。
とんぼに興味を持ったうさぎ組の⼦どもたちは、園庭でとん
ぼを⾒つけると、⾶んでいかないよう静かに近づき観察して
いました。また、丸い形のブロックを⾒つけると、とんぼのめ
がねに⾒⽴て⽬に当て、友だちと⾒せ合う微笑ましい姿が⾒
られました。 

製作では、⼗五夜の話を聞いた後に、⽩い絵の具をつけた丸
い形のスポンジスタンプを押し、お⽉⾒団⼦を表現しました。
⼀⼈ひとり、押す感触を楽しみながら個性あふれる作品を完
成させました。 
 運動会が近づき、かけっこのレーンを使って「よーい、ど
ん！」と⾛りました。運動会当⽇は、保護者の⽅と⼀緒にゴー
ルを⽬指して⾛ります。

10 ⽉も元気に過ごしましょう。

９⽉に⽐べると⽇が短くなり、少しずつ秋の訪れを感じます。 
今⽉は、⼾外遊びやお散歩など外で過ごす機会を増やし、秋の

⾃然に触れて、たくさん楽しみたいと思います。 
「かーして」「まっててね」「ありがとう」の⾔葉が、⼦どもた

ちのやりとりの中でよく聴こえてきます。お友だちの遊びを真
似、⼀緒にやりたいという思いからトラブルに繋がる事もありま
すが、保育者に遊んでもらいたい気持ちから、お友だちと遊びた
い気持ちへと、⼼の成⻑がみられます。この思いを⼤切にしなが
ら、安⼼して楽しく過ごせるよう寄り添っていきたいです。 

⼊園して半年がたち、持ち物の記名が薄くなっていますので、 
確認をお願いします。そして、運動会では保護者の⽅と⼀緒に参
加する競技がありますので、楽しみにしてくださいね。 
 

 新年度が始まってから、早半年。あっという間にもう 10
⽉ですね。 

気持ち良い秋晴れの下、伸び伸びと歩くことを楽しんでい
るひよこ組。園庭に出ると、⽬を輝かせて探索活動や砂遊びを
楽しんでいます。靴の着脱時には、マジックテープに⼿をのば
す姿もみられるようになってきました。 

今⽉はバギーに乗って、神社や⾞を⾒に園外散歩に⾏き、⽊
の実や落ち葉に触れ、秋の⾃然を楽しみたいと思います。 
絵本の読み聞かせでは、繰り返しのある本を読むと保育者

の真似をして⼀緒に⾔ったり、⼿遊びや季節の歌では、曲に合
わせて⼿や⾝体を動かして楽しんでいます。 
涼しくなってきたので⾐類の調節をしながら過ごしていき

たいと思います。よろしくお願いいたします。 
 

年少組 

こあら組 

うさぎ組 年⻑組 

ひよこ組 

年中組 

過ごしやすい⽇が増え、⼼地よい⾵に秋の訪れを感じるよ
うになりました。 

９⽉中旬から、運動会の練習に⼀⽣懸命取り組んでいます。遊戯
「いろいろたんけんたい」では、⼤きな声で掛け声をかけながら、
ポンポンを持って楽しそうに踊る姿があり、⾒ているこちらまで
元気をもらえます。かけっこの練習では、ゴールを⽬指して最後
まで⾛り抜こうとする姿がとても頼もしく、⽇々の成⻑を感じて
います。⼦どもたちは、運動会本番を⼼待ちにしており、その姿
を保護者の皆さまに⾒ていただけるのを楽しみにしていま
す。30日のお店やさんごっこに向けた準備が始まります。⼦ど
もたちと話し合い、思いを込めて作品作りを進めていきます。売り
⼿、買い⼿のやり取りを経験する中で、友だちと協⼒する楽しさ
や、やり遂げた喜びを感じていけるよう、見守っていきたいと思い
ます。
 

《幼児 10 ⽉の⽬標》 
ここに記載している内容は⽬安です。「到達できるように」と焦ることなく、⽬の前のお⼦さまの成⻑や様⼦に合わせて

ご覧ください。 
◎友だち関係

年少：友だちに関⼼が出てきます 
まだまだひとり遊びの時期ですが、楽しい出来事を通して、友だちの存在を意識するようになります。
会話の中で友だちの名前が出てきたら、その証です。友だちと過ごす中で、友だちのやっていることを
真似したり、順番を待つことや友だちとものを分けることなど、決まりを知るようになります。 

年中：好きな友だちができます
特定の好きな友だちができますが、まだ⾃分本意に⾏動する年齢のため、いざこざがあります。いざこ
ざを通して、相⼿の気持ちに気づきます。友だちの好きなところをたくさん⾒つけましょう。 

年⻑：仲 間 意 識 が 芽 ⽣ え ま す 
友だちの意⾒を聞いたり、⾃分の考えを伝えることができるようになります。そして、周りの友だちに
刺激を受けてチャレンジしたり、同じ⽬標に向かって協⼒する楽しさを経験します。 

運動会の練習などを通して仲間意識が芽⽣えるように、意図的に園⽣活を送っていきます。 


